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Prioritizing Goals and Targets in Social Dimension of Sustainable Development Goals

(SDGs)

持続可能な開発目標（SDGs）の社会面のゴール・ターゲットの優先順位の検討

（１）SDGsのターゲットの構造化に関する既往研究のレビュー
　SDGsのターゲット間の関係、トレードオフ等、構造を明らかにしようとする既往研究のレビューを行った。この結果、世界全
体あるいは地域を対象とするものは複数見られ、またそれらの地域を更に詳細に分割して明らかにしていくことの重要性を
唱えるものは見られたものの、人によるターゲットの重みの違いに着目したものは見られなかった。他方、SDGsに関する各
種意識調査が複数実施されているが、これらの結果では人の性別や年齢等により重視するターゲットは明らかに異なって
おり、人への着目は重要であると考えられる。
（２）SDGsの社会面におけるターゲット間の関係の特定（主なもの）
　SDGsの169ターゲットの内、（経済（マクロ経済改善等）、環境（温暖化対策等）を除く）社会面のものは、健康（ゴール３）、
教育（ゴール４）といった個々の人に関するゴール内のみならず、インフラ（ゴール９）における移動や都市（ゴール１１）にお
ける住居など、比較的経済面の性格の強いゴールにおいても見られる。これを特定したところ、全体の約1/3（実施手段の
ものを除くと約1/2）を占めた。これらのターゲットは、人に関するものであり、人の価値観等により優先順位が異なる可能性
がある。そこで、本プロジェクトでは、特定の属性を持つ人・集団から見て重要なターゲットの有無とその理由の確認を試み
た。具体的には、SDGsにおいて取り残されやすい人々とされる障害者に着目し、当事者によるSDGs策定段階の提言（基と
なる障害者権利条約含む）を分析した。その結果、特に重視するターゲットの存在（教育、健康、情報アクセス、移動、居住
等）が確認できると共に、それらの背景となる考え方・上位目標（「自立」等）があることを確認した。他方で、SDGsにはこの
考え方・上位目標を実現するために必要な手段（隔離されず自由に居住地を選択する、表現・意見の自由等）が含まれて
いないことも確認された。このため、SDGsの基本的な考え方である「誰一人取り残さない」の実現に向けては、人の置かれ
た状況に応じた取り組みが必要であり、今回対象とした障害者以外の集団についての研究が今後必要と考えられる。

持続可能な開発目標（SDGs）はゴール（１７）、ターゲット（１６９）の数が多く、複雑であり、有効な政策や事業実施などの意
思決定が行いにくい状況にある。これらのターゲット間の関係を明らかにしようとする研究は見られるものの、特に人により
重みが異なると考えられる教育や健康といった社会面のターゲットについて着目したものは少なく、教育とその他との関係
等に着目したもの等に限られる。このため、本研究では、SDGsの社会面のターゲット相互の関係とそれを踏まえた優先順
位設定について、特定の人（障害者等）から見て設定しようとするものである。

(全ての項目含め、1頁以内で記述してください。)

Page 1 of 1



成果報告書(研究成果一覧)

研究成果一覧:

(発表予定を含む。但し、投稿中、投稿準備中は除く。別紙一覧でも可。)

(必要に応じて適宜追加)

0 件 件 0 0 0

著者 標題 雑誌名
/所収図書の編者・図書
名・出版者等

巻・号
/章・節

発行年 開始
ペー
ジ

終了
ペー
ジ

査読
(有=1)

国際共
著
(yes=1)

DOI オープン
アクセス
(yes=1)

1 -

2 -

3 -

4 -

5 -

0 件

著者・編者

1

2

3

4

5

0 件

報告者等

1

2

3

4

5

図書名

論文（（学術雑誌（総合雑誌（文藝春秋、中央公論、世界）を含む。）等掲載）
※査読付きのものは、査読欄に「１」を入れてください。
※共著論文の場合には、ご自身の名前の下にアンダーラインを引いてください。
※国際共著とは、異なる国を拠点とする複数の研究者による共著論文を意味します。

図書:
※共著の場合にはご自身の名前の下にアンダーラインを引いてください。
※書籍の一部分のみを執筆した場合には論文の区分に含めてください。

口頭報告・学会発表等:
※査読付きの学会論文集は「論文の区分」で報告し、査読なしの学会論文集は「学会発表の区分」で報告してください。
※招待講演については、学会等名の後に（招待講演）と明記してください。

発行年月 総ページ数

報告年月日 開催場所

出版社

学会・研究会名等論題

Page 1  of 1


